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発注者 新庄河川事務所
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１．はじめに

　本工事は赤川水系砂防事業の一環として、赤川水系八紘沢において上流域からの

流域土砂の調整を目的として、砂防堰堤を建設するものである。

　当作業所は磐梯朝日国立公園地域内にあり、湯殿山の西の品倉山の南西斜面に位

置し、いわゆる火山山麓に相当し、当地域においても緩斜面が形成され、地質の脆

弱性や河川による浸食の進行により、多くの地滑り地形や崩壊地として認められて

いる。

　以上の観点により、工事の安全を確保する事を目的として、当現場で実施した自

然災害防止対策の事例を紹介します。

２．工事概要

砂防土工 掘削 7,500m3

堰堤本体工 生ｺﾝ打設 172m3

垂直壁工 生ｺﾝ打設 181m3

仮設工 1式

位　　　　　置　　　　　図
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３．地滑り及び土石流対策

　工事着手前に、現場担当者・社内砂防経験者にて、砂防計画の設計報告書を参考

にして施工箇所上流や周辺状況を調査し、河川の屈曲状況や支流の合流状況・崩落

状況を把握し、監視人の配置位置や地滑り及び土石流センサー・観測機器の設置場

所を選定しました。

４．自動監視システム【観測王】の活用について

　地滑り発生予告を早期に的確に行うため、地山点検等を実施し、地滑りを感知す

る斜面崩壊感知センサー３基と、雨量計が備わった自動監視システム【観測王】

（NETISKT-060036-A)を設置し、各センサーが基準値を超えると現場に設置した

回転灯とサイレンが作動すると共に、各責任者の携帯電話にメールで知らせるこ

とができ、避難誘導等を的確に行うことができます。

基地局設置 監視ﾃﾞｰﾀ収集 避難訓練の実施
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５．安全基準

＊斜面崩壊検知センサーに関する基準

　・累積変異が1.50°/月を越えた場合に警報を発令する。

　・基準値は傾斜角を水平変位に換算し、地盤伸縮計と同等の基準になる様に

　設定する。なお、累積の傾斜角が1.00°に達した段階で、現地確認（段差地形

　の有無・斜面の変状等）を行い、作業注意の周知を行う。また、必要に応じて

　警報基準の見直しを行う。
※1.00°は約1cm

＊土石流センサーに関する基準

　・作業注意基準 ・・・ 時間雨量10㎜を越えた場合　
　（監視人を配置）
　・作業中止基準 ・・・ 時間雨量20mmを越えた場合
　（ﾊﾟﾄﾗﾝﾌﾟ・警報作動) 3時間雨量50㎜を越えた場合

24時間雨量80mmを越えた場合
監視人配置

６．観測結果

　観測は９月２１日～１２月３日まで実施した。斜面崩壊センサーについては、

安全管理の基準を超える変動はなかった。（変動累積0.68°）

　雨量については9月と10月に1回ずつ、時間雨量20㎜を越える雨量が観測された。

3時間、24時間雨量については安全基準を超える雨量は観測されなかった。

①9月30日の夜半より台風が接近し、夜間に記録され増水し、流速が早まり転流

工の土嚢締切が破られ、垂直壁掘削部が水没したため作業中止をした。

②10月5日の7時～8時の間に時間雨量22mmの降雨があったが、幸いに災害等は無く

各所点検を行った結果、異常なかったので10時頃より作業を再開した。

9月30日夜半23mm記録

9月30日土嚢締切り崩落
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７．おわりに

　当現場はもともと湿地で沢も隣接し地形的に集水しやすく、掘削の土質は

巨礫を含む泥流堆積物で、掘削時は堅かったが、地下水を含むと流動化し切土

面が不安定化し、表層崩壊となり連日のように崩落を繰り返した。作業員の安

全を確保するため、対策として道路敷きに管渠や砕石暗渠、また切土法面には

シート養生・大型土嚢・法面勾配の変更等を行ったが、大型土嚢以外はあまり

効果は無く、天候・時期も悪くトラブルの連続でうまく対応がしきれなかった

現場であった。KY活動及び現場で「切土法面に背を向けない、直下を歩かない、

目を離さない」の三原則を厳守させてきました。連日のトラブルで焦り、不安等

の中で、安全管理上検討・反省点等、課題の多い現場となりましたが、全員一丸

となり無事故で終わることができました。今回の経験を生かし、より良い現場施

工を出来るように、今後も努力していきたいと思います。

本堤右岸側掘削切土法面崩落 垂直壁掘削大型土嚢による法面保護

切土法面崩壊
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発注者　　新庄河川事務所

受注者　　株式会社　新庄砕石工業所

工事名　　鮭川流域及位地区朽ノ木沢砂防堰堤工事

発表者　○　現場代理人　尾形　広美

　　　 　　 　　監理技術者　田中　秀明

1， はじめに

　本工事は、最上川水系砂防事業の一環として、真室川町及位地内の土石流危険渓流である朽ノ木沢に

土石流から人家及び道路を保全することを目的に砂防堰堤を建設するものです。

　当現場は、一昨年までに堰堤左岸袖部までの工事用道路が完成しており、今年度から堰堤本体に着手

するもので、堰堤本体工が主な工事となります。

　施工工種は本堰堤工（ダブルウオール堰堤工）、副堰堤工（コンクリート堰堤）ですが、堰堤施工箇所は

風化凝灰岩を主体とした地盤で、かなり軟らかく支持地盤が深い為、ﾀﾞﾌﾞﾙｳｫｰﾙ工法での施工となり当社

では初めての施工方法となる為、安全管理、作業手順等を含め、準備段階より設計会社・ﾒｰｶｰ等に相談

し、施工を行いました。

　また、工事用道路工事を始め、朴木沢地区に現場事務所を設けて今年が３年目になるという事もあり、例

年以上に、区長をはじめ地区の方々からの声にかたむけ実施した地域貢献を紹介します。

２， 工事概要
　　
　工事箇所　　　　　山形県最上郡真室川町字及位地内

　工       期　　　　　平成２４年　　３月　　８日　　
　　　　　～　　平成２４年　　１２月　　２０日

　工事内容　［砂防堰堤　（Ｈ＝８．５ｍ・Ｌ＝１２１．６ｍ）］
砂防土工 一式

　　　　　　　 　掘削工 　Ｖ＝３,１００ｍ３
　 盛土工 　Ｖ＝　７２０ｍ３
　 置換工 　Ｖ＝　１０８ｍ３
　 法面整形工 　Ａ＝　　１０ｍ２

　　　　 ダブルウオール堰堤本体工 一式
　 鋼材組立 　Ｗ＝　６４．２ｔ

　　　　　 　 鋼材打込 　Ｎ＝　１５３枚
　 枠内中詰 　Ｖ＝２,１０５ｍ３

　　　　　　 　 水抜暗渠 　Ｌ＝　６０．８ｍ
垂直壁工コンクリート 　Ｖ＝　　５０ｍ３
コンクリート側壁工 　Ｖ＝　　９３ｍ３
水叩工 　Ｖ＝　１５７ｍ３
仮設工 一式

　　　　施工管理と地域貢献について

平 面 図

正 面 図
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３， 施工とその対応　（ダブルウオール堰堤工）

　■矢板打込み機械の対応

　今回のダブルウオール堰堤は打込矢板を支持地盤あるいは、所定の根入れまで打込みその上に１ｍ

程度にセグメント化した鋼矢板やエキスパンドメタルなどの壁面パネルを多段のタイ材で連結した中に、現

地発生土とセメント等を混合した土砂を中詰土として、締固めながら施工していく構造物です。

  この堰堤の壁面材に用いる打込み矢板(建込部含む)はハット型矢板と呼ばれ、幅が90cmと広く

打込みにあたっては従来のﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏではﾁｬｯｸが１カ所しかないため、矢板の芯を確実につかまな

ければ編芯となり施工性がかなり悪くなります。実態としてﾒｰｶｰへの聞き込みでは実質的に無理と

いうことでした。このためリース等でﾀﾞﾌﾞﾙﾁｬｯｸのﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏを探したところ、５月時点で関東に２台し

かないということが判明し、さらに他現場に手配されていたがﾒｰｶｰに１台在庫があったことから専用

ﾁｬｯｸ(ﾊｯﾄﾁｬｯｸ)を購入するすることで対応が出来る結果となった。

　■構造物の特性を生かした工程管理等の対応

　各作業員には、朝の朝礼等で本日の作業内容等を周知・伝達し安全確認を実施しているものの現地

では作業内容を現場代理人等に確認するか、ややもすれば自分の記憶で作業をしがちになっている。

　このようなことを解消する上でも、朝礼で作業員から鋼矢板に作業内容等の紙をラミネート加工したも

のを磁石で貼ってみてはどうかという話が出て、さっそく実践してみたところ、作業員からもわかりやすく

なったとの声が上がり、現場内での作業確認や、工程・安全管理が改善された。

　■地盤条件の変更とその対応

　床堀開始後、右岸側上流の床堀面より２ｍほど上で軟岩が確認され、矢板施工が懸念されましたが、

試験施工を実施し、その諸条件等を設計ｺﾝｻﾙ、ﾒｰｶｰ等に確認し、その対応として最小根入長１ｍ打設

速度を試験施工結果から１秒間に０．２ｍｍまでで施工することになりました。矢板１本１本のデータ管理

に通常よりも３倍の時間がかかった。

400幅600幅のつかみ位置 ﾊｯﾄ型(900)のつかみ位置
ﾀﾞﾌﾞﾙﾁｬｯｸの状況
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５， 軟弱地盤対応（側壁）
　
　側壁の床堀完了時地盤が柔らかい為、コーンペネトロメーターによる支持地盤確認を行った所、抵抗

も無くすんなり入ったので、側壁の設計計算書による最大地盤反力強度（３倍）２２８ＫＮ／ｍ２の値が得

られないと判断し、監督職員に報告したところ、床堀ラインをもっと下げて最大地盤反力強度が得られる所

を平板載荷試験で確認し、下げた箇所は置換で対処したいという回答があったので監督職員立会の元

床堀ラインを下げ最大地盤反力強度が得たれると思われる地盤で平板載荷試験を行い・最大地盤反力

２２８ＫＮ／ｍ２以上得られたので、本体中詰と同じ材料で置換盛土を実施し、置換完了時もう一度平板

載荷を行い計２回の平板載荷試験を行い、最大地盤反力強度が得られたので側壁工に取りかかり側壁

を完了させました。
コーンペネトロメーターによる確認 １回目平板載荷試験完了

立会による土質・地盤確認 ２回目平板載荷試験完了

４， 地域への貢献

　今回工事に入る際、朴木沢の区長になにか当地区に役立つ事があれば協力したいと申し出た所

今年当地区で山の神の鳥居を立てようという計画があり出来れば協力していただきたいという話があり、

よくきいて見ると、２年前に鳥居が腐れ危険なので撤去したところ、地区内であまり良くない事が多くあり

鳥居を撤去しそのままにしてあるからではないかということで鳥居を立てる計画になっていました。

　山の神なら自分たちも山で仕事をしているし朴木沢の人たちが喜ぶならば是非協力したいということに

なり、区長に連絡したところ大変喜んでいただき、それからどんな鳥居にするか何回か打ち合わせを行い
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鳥居を立てる作業に取りかかりました。

設置前 撤去した鳥居

　鳥居の加工は当社では無理なので、大工さんに依頼し、大工さんの指示に従い、当社作業員が

組立てを行い鳥居は立派に完成し、鳥居建立の際は地区民総出で建立に参加し喜んで居るのを見ると

信心されているのだなと思いました、建立後朴木沢公民館において、感謝状を頂きみんなでなおらいを

行い楽しい時間を過ごさせていたたき、地区民に感謝されました、今後もこういう活動を行っていきたい

と思います。 区長による御清め 鳥居建立
鳥居完成

地区住民と設置 地区住民となおらい

５，　おわりに

　当社でも初めての堰堤タイプの施工となり、また、中詰材の改良や矢板打込みにあたり種々の課題が

ありましたが、課題の解決に向けて設計・施工・発注者間で迅速な打合せが出来たことが良かった。

　また、当現場では、労働災害０の達成を目標に工事施工を行ってきましたが、全員の日々の努力と注意、

又山ノ神の御加護が有ったのか無事故で工事を完了することが出来ました。

　いろいろな創意工夫も有りました、監督職員・コンサルタント・作業に従事する人たち・地域住民の意見も聞き

ながら現場に即した形で今後も仕事をしていきたいと思います。
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本工事の安全対策・工夫について

発注者 新庄河川事務所

施工者 株式会社 新庄砕石工業所

工事名 鮭川流域砂防工事用道路補修工事

発表者 〇現場代理人 柴﨑 輝章

主任技術者 小嶋 茂信

１．はじめに

本工事は、山形県最上群真室川町・金山町地内の鮭川流域砂防工事用道路の維持修繕を目的とし

て施工するものです。

２．工事概要

工 期 平成２４年３月２２日～平成２４年１１月３０日

工 事 名 平成２３年度 鮭川流域砂防工事用道路補修工事

工事内容

道路土工 １式

構造物撤去工 １式

付帯道路工 １式

光ケーブル配管工 １式

法面工 １式

仮設工 １式

舗装工 １式

流木撤去工 １式

付属物設置工 １式

応急処理工 １式

除草工 １式
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３．工事における安全対策について

３－１ 交通の安全対策について

本工事では、作業箇所が広範囲の為、車による移動が主となり移動時に山菜採り等に山に入る第三

者との接触事故災害及び交通事故災害が考えられる。このことから、次の項目を常に心掛け、事故災

害の防止をはかった。

『安全対策』

・自宅を出て通勤からの安全運転の心掛け。

・作業箇所への移動車の台数は極力最小限とする。

・林道は待避所が少なく、対向車と交わすスペースが少ないので、常に低速かつ速やかに自分が

待つというゆとりのある運転を心掛ける。

・大雨時、台風による強風時は土石流・落石・倒木が考えられるため林道への出入りは避ける。

・見通しの悪い箇所では、警笛を鳴らして対向車がいないか確認する。

・管理用道路（林道）は、最高速度２０ km/h 以下で走行する。

・夕方は早めにライトを点灯し、カーブや遠い箇所からの自分を周知させる。

３－２ 熱中症対策について

気温の高い猛暑の中での作業は、体温が上昇し体に熱がたまりやすく、熱中症になりやすいと予測

されます。そのため現場事務所に血圧計・塩飴を常備し,日頃からの血圧測定を行い、KY 時に塩飴を

各自持参して現場に向かい、熱中症にかかりにくい体を個々で管理する事を心掛けこまめに水分補給

を取ることを行いました。

（血圧測定機設置状況） （塩飴設置状況）

※ 現場事務所内
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３－３ 法面作業の安全対策について

本工事、小荒沢法面植生基材吹付工（法面整形工 A=250m2、吹付工 A=250m2 ラス有り t=3cm）

施工時期平成 24 年 8 月 17 日～ 9 月 10 日まで行いました。

法面の土砂崩落による法面整形及び法面吹付において、法面整形時の重機と作業員の接触事故、

重機足場からの重機の転落事故がまず考えられます。土工作業での事故災害トップ１と考えられる

重機による事故を起こさない為にも事前の重機作業計画書での打ち合わせを確実に行い、日頃の慣

れから起こらないように毎日 KY での周知徹底に心掛け実行しました。

他にも、法面作業高所からの転落事故、上下作業による落下物の事故などが考えられます。当現場

では、現場場内において安全訓練を行い作業の流れとどのような危険性が潜んでいるかを作業員同

士で話し合い作業前にもう一度再確認を行いました。

（施工前） （施工後）

（安全訓練状況）

３－４ クレーン作業の安全対策について

本工事、万助川砂防堰堤流木撤去工（堰堤上流部の流木撤去）施工時期平成 24 年 6 月 21 日～平

成 24 年 8 月 6 日まで行いました。

クレーン作業による流木撤去において、クレーンの吊り荷の落下災害及びクレーン旋回時の巻き

込み事故災害が考えられる。当現場では風速の目安として吹き流しの設置を行い目視による作業

中止の判断ができるように事前に教育を行いました。

クレーン作業時は作業半径内立ち入り禁止を KY 時に周知と認識の確認を行い、クレーンに明確な

合図で指示を行い施工しました。
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左（吹き流し設置状況）

右（吹き流しの目安）

左（クレーン合図状況）

右（クレーン作業状況）

４．創意工夫について

現場事務所設置朴木沢部落の新設鳥居設置に伴い、柔らかい設置地盤の敷砂利の協力を行いまし

た。祈願祭を行った後、朴木沢公民館にて懇親会にも参加させてもらい地域住民との交流を図りま

した。

（鳥居設置状況） （敷砂利状況） （施工後）

５．おわりに

本工事は、無事故・無災害で終わることができました。これは、工事に関わった皆様の協力と関

係各位の御指導のおかげだと思います。

事故や災害は十分予期していても、また、いくら安全対策を施しても起こってしまうものです。

万が一事故や災害が起これば当事者はもちろん、家族や会社、関係機関などに計り知れないほどの

迷惑をかけてしまいます。

今後も安全管理を続けていくわけですが、個人ではなく会社全体が事故災害ゼロに向かって勉強

していかなければならないと思います。今後さらに安全対策への意識の向上を掲げ、安全対策の方

法も検討し、労働災害ゼロを継続し努力していきたいと思います。
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